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平成 29年３月期第２四半期連結累計期間における 

業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

 平成 28年５月 11日に公表いたしました平成 29 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 28 年

４月１日～平成 28 年９月 30 日）の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせ

いたします。 

記 

１．平成 29 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績の差異 

（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

 
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主に

帰 属 す る 
四半期純利益 

（百万円） 

１株当たり 

四半期純利益 

（ 円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 2,006 169 167 94 30.00 

今回実績（Ｂ） 1,991 234 237 181 57.25 

増減額（Ｂ－Ａ） △15 65 70 87 － 

増減率（％） △0.7 38.5 41.9 92.6 － 

（ご参考） 

前期第２四半期実績 

（平成 28年３月期第２四半期） 

1,802 228 221 149 50.73 

（注）当社は平成 27 年４月 25 日付をもって株式１株につき 1,000 株の割合で株式分割を行って

おります。また、平成 27 年８月 14 日付をもって株式１株につき４株の割合で株式分割を

行っております。そのため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、

１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 

 

２．業績予想と実績の差異の理由 

 売上高につきましては、当社パートナーエージェント事業において、2016年６月末付にて株式

会社 IBJ が運営する日本結婚相談所連盟から除名された影響により、一時的に新規入会会員数及

び在籍会員数が減少し、前回発表予想を若干下回りました。 

一方、利益面につきましては、システム改修に伴う業務効率化の効果によって当社コンシェル

ジュの生産性が向上したことで、サービス品質を下げることなく採用人員数を減らすことができ、

さらに人員採用時に生じる人材紹介手数料の低減を図った結果、人件費及び採用教育費を抑制で
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きました。また、広告戦略の検討や広告出稿の過程において費用削減に取り組むとともに、状況

に応じて費用対効果の高い広告出稿を行うべく臨機応変に対応した結果、販売促進費が削減でき

たため、前回発表予想を上回りました。 

 なお、通期業績予想につきましては、平成 28 年５月 11 日に公表いたしました予想からの変更

はございません。 

 以上 


